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研究ノート 
東アジア 1）の日本像 2） 
－韓国併合後と日中戦争期の両国指導者の言動を中心に－ 
 




























                
1 日本教育大学院大学 学校教育研究科 
『教育総合研究』第 7 号 2014 年 3 月 





も少なくなかった 6。） 孫文 7）、蒋介石 8）、汪精衛 9）等はその例である。また日本側でも犬養毅 10）、


















彼は 1906 年 19 歳の時日本に二度目の留学をしたが 1911 年辛亥革命勃発で帰国し、孫文に従って
新しい国造りに従事した。孫文没後は軍閥抗争を勝ち上がり国民党と中華民国の実権を握った。蒋
介石個人については、これまで数多くの文献がある。最近でも。筆者の知る限り近年詳細な研究書






①「日本国民に告ぐ」15） 蒋介石 1938.7.7  要旨は白揚社編集部一部削除修正 
要旨：「本文は蒋主席が『7.7 1 周年記念日に日本国民に告ぐ』と題しわれわれに寄せた書である。
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しかるに貴国軍閥は、民国 20 年（1931 年）秋、われわれが水災救恤に寸暇ない状態にあるに
乗じて突然東北数省を占領した。（中略）以来毎年のように侵略を行い、その方法は悪辣を極め
た。諸君、試みに立場を代えて考えて頂きたい。昨年の今日貴国の軍部は一貫した侵華計画に基


















②「暴を以て暴に報ゆる勿れ」16） 1945.8.14．蒋介石 於重慶 
冒頭要旨：「蒋主席は 8 月 13 日日本のポツダム宣言受諾の正式回答に接し翌 14 日朝、ラジオを
通じ、全世界および全中国民衆に対しこの演説を行った。蒋主席はキリストの言葉を
引用して中国民衆の日本人に対する暴挙を戒め、不動の信念たる真の日華親善には先
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集第 2 巻」の P3 で「蒋介石政府は、日本侵略者との交渉を続け、日本侵略者と地方当局者とのあ




















人民の革命的行動の 3 条件である。 
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言から、日本に触れた三つの演説のそれぞれ一部分を引用する。 
 
①革命運動 27周年のために 1946.3.1．27 周年記念演説 




























1912 年米国に亡命、1918 年プリンストン大学で博士号を得た。1919 年上海で大韓民国臨時政府大
統領になったが翌年失脚、再び米国へ亡命し、帰国したのは日本敗戦後である。彼は徹底した反共
反日主義者で知られ、戦後「李承晩ライン」29）を公海上に設定した。日韓両国の係争地になってい
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6） 約 8000 人の留学生が清国から日本（大半東京）に集まっていた。 
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19）1936 年 12 月、蒋介石は西安に至り、張学良、楊虎城に共産党討伐を迫ったが、二人は反対に国共両党が協力して
抗日に当たるよう説得、聞き入れられないので蒋介石を拘留した。国民党、共産党双方が調停に乗り出し、最終
的に蒋介石も連共抗日を受け入れ、分裂対峙から合作抗日へ大転換した。（中国高校歴史教科書 p636～638―明石
書店 2004 より要約） 
20）1905～1972．米国人、コロンビア大学卒のジャーナリスト。1928 年から 1941 年まで中国に滞在。中国とアジアの
取材と執筆活動をした。「中国の赤い星」、「アジアの戦争」他アジア関係著述が多い。戦前戦後を含め中国共
産党が取材の中心。 







って、桂首相・小村外相の併合論に最終的に同意（1909 年 4 月）、同年 6 月統監も辞任、同年 10 月ハルビンで安










28）第一次大戦講和会議開催時に提唱された民族自決主義に鼓舞され、1919 年 3 月 1 日民族代表 33 名の名前で独立宣
言書が国内外に発表された。ソウルで始まった万歳デモは全朝鮮に広がり、非暴力運動で始まった運動が、しだ
いに暴力・破壊行為を伴うようになり、日本は武力で弾圧した。（韓国の固定高校歴史教科書 p393～397 明石
書店 1997 より要約） 






－  － 43
久保田 武 研究ノート：東アジアの日本像 
           －韓国併合後と日中戦争期の両国指導者の言動を中心に－へのコメント 
 
松平喜美江（日本教育大学院大学 学校教育研究科 講師） 
 
 久保田教授は、日本教育大学院大学紀要第６号に論文「東南アジア諸国が抱いた日本像－日本占
領期を中心に－」を寄稿され、東南アジア諸国で使用されている教科書の記述から各国の持つ日本
像を紹介された。 
この研究ノートは、同時期に日本が占領していた韓国と、日本の侵略戦争と戦っていた中国の指
導者たちの見た日本像を、それぞれの指導者の回顧録、記載された談話、研究書、伝記などの史料
をもとに紹介されたものである。 
両国の人々を苦しめた日本軍の恥ずべき行為を、指導者たちは赤裸々に、その手記に、回顧録に
詳細に記録している。これらは日本の侵略政策を物語る貴重な第一級の史料であり、史料の研究が
進めば、日本の東アジア侵略の実体が究明されるだろう。 
日中戦争期の中国の指導者蒋介石は、日本に留学した経験から日本人に好意を持った人物であっ
たことが、史料から読み取れる。「中国は日本軍を敵とするが、日本民衆を敵とするものではない」
と述べ、終戦時には「暴を以て暴に報ゆる勿れ」と自国民を戒め、日本政府に賠償を求めていない。
また、敗戦で帰国する日本兵に「日本は空襲で焼け野原となり、食料が無く困っているそうだ」と
お米を持たせたという話もあり、これに感謝の念を込めて奉納したといわれる蒋介石の胸像が日蓮
宗中山法華経寺境内に建っている。毛沢東は反帝国主義の立場から日本を厳しく糾弾する。現在の
ぎくしゃくした日中関係の根っ子はここにあるのではないかと思える。 
韓国併合による日本の植民化政策は韓国語の禁止、創氏改名など、日本への同化政策を強制した
もので韓国の人々の心に大きな傷跡を残した。反日運動の指導者金日成は日本の敗戦後北朝鮮の指
導者になったが、彼の日本像は厳しく、いまだに国交は回復していない。同じく日本の敗戦後、大
韓民国の大統領となった反日運動家李承晩の日本像もかなり厳しいものであったが、講和後の日本
に期待するものとして「過去の行為を心から反省し、公平、正義、および均等な機会を以て隣を遇
する政策を実施すること」をあげている。 
戦後 70 年経っても両国と日本の間には摩擦がある。ドイツとポーランドのような和解がなぜでき
ないのだろうか。 
この研究ノートで久保田教授は、和解の鍵を提示してくださっている。日本人は戦争と植民地支
配が両国に与えた深い傷跡を忘れてはいけないということだ。そして、謝罪すべきものにはきちん
と謝罪すべきということだ。 
今、日本の政治は危険な曲り角に立っている。今こそ過去を見つめ直して、日本が抱える現在の
諸問題を私たち一人一人が真剣に考え、真の和解への努力をすべき時なのだと、感じさせられたテ
ーマであった。若い方々に是非考えていただきたい重要な問題提起であると思う。 
 
